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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（以下、当四半期）における当社グループを取り巻く経済情勢は、米国では内需が

堅調に推移、緩やかな雇用者数の増加が続き個人消費も伸長いたしました。欧州では、英国のＥＵ離脱が決定した

ものの、その後の進展がないこともあり、懸念された急速な景気悪化はみられませんでした。中国では、公共投資

拡大の下支え効果により景気減速が一服、その他のアジア圏では不透明感が継続いたしました。 

一方、国内では個人消費が緩やかに回復、設備投資も一部で回復がみられました。また、米国大統領選挙後の

円安もあり、景気は緩やかに持ち直しました。 

 このような環境の下、当四半期における当社グループの売上高は、9,101百万円（前年同期は9,056百万円）と前

年同期比0.5％の微増となりました。営業利益は462百万円（前年同期は164百万円）、経常利益は297百万円（前年

同期は経常損失24百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は203百万円（前年同期は親会社株主に帰属する

四半期純損失93百万円）となりました。 

当四半期は、持続的な成長・発展を着実に進められるよう、成長戦略の推進・強化に取り組んでまいりました。

また、継続した原価低減活動や高付加価値製品の創出、工場操業度の向上と生産計画に取組み、盤石な生産体制構

築へ向けた管理能力強化を推進した結果、営業利益は前年同期比298百万円の増加となりました。 

営業外損益面では、為替変動の影響により為替損失が生じましたが、経常利益は想定を上回る増益となりまし

た。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は8,346百万円（前連結会計年度末比638百万円の増加）（前連結会

計年度末比8.3％増）となりました。これは主に現金及び預金の増加によるものであります。 

 負債につきましては7,087百万円（前連結会計年度末比273百万円の増加）（前連結会計年度末比4.0％増）とな

りました。これは主に借入金などの増加によるものであります。

 なお、純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益203百万円となりましたこと、また新株予約権付社債等の

行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ44百万円増加したこと等により、1,258百万円（前連結会計年度末比

365百万円の増加）（前連結会計年度末比40.9％増）となりました。また、自己資本比率は15.1％（前連結会計年

度末比3.5ポイント増）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の当社を取り巻く事業環境については、自動車部品事業分野では、欧州・ＡＳＥＡＮ向けの二次電池用セ

ンサを中心に、日系・非日系の自動車部品メーカーからの新規引合いや受注が堅調であり、中長期においては当初

予想数量を上回る見込みとなっております。空調・カスタム・エレメント部品事業分野につきましても、光通信分

野の半導体レーザーやパワー半導体分野等の新規製品の受注拡大や不採算取引の終息等により収益は更に改善する

見込みです。また、昨年度より取組んでまいりました生産管理プロジェクトは、より精度を高め、対象を拡大する

ことで、資材発注から納品までを管理できるシステムの充実を図り、引き続き間接部門の合理化についても進めて

まいります。 

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、為替変動や原材料の高騰等、不透明な状況となっておりま

す。従いまして、平成28年５月16日に公表しました通期の業績予想数値に変更はございません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 (平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用) 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

 （４）追加情報

 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 671,977 1,128,129 

受取手形及び売掛金（純額） 1,984,555 2,452,931 

商品及び製品 770,670 728,728 

仕掛品 863,816 778,617 

原材料及び貯蔵品 815,217 744,599 

その他 200,696 132,885 

流動資産合計 5,306,933 5,965,891 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 862,669 808,179 

その他（純額） 1,316,496 1,324,616 

有形固定資産合計 2,179,165 2,132,795 

無形固定資産 14,961 13,678 

投資その他の資産 207,218 234,472 

固定資産合計 2,401,345 2,380,946 

資産合計 7,708,278 8,346,838 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 900,918 1,091,415 

短期借入金 2,188,606 2,127,345 

1年内返済予定の長期借入金 541,769 588,408 

未払法人税等 38,965 76,689 

その他 1,267,945 1,183,868 

流動負債合計 4,938,205 5,067,727 

固定負債    

長期借入金 1,107,988 1,320,401 

退職給付に係る負債 610,570 611,948 

資産除去債務 28,334 28,750 

その他 129,840 59,147 

固定負債合計 1,876,732 2,020,247 

負債合計 6,814,938 7,087,975 

純資産の部    

株主資本    

資本金 932,431 976,753 

資本剰余金 402,856 447,178 

利益剰余金 △759,276 △555,962 

自己株式 △40 △40 

株主資本合計 575,970 867,928 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △2,814 8,723 

退職給付に係る調整累計額 △152,888 △69,342 

為替換算調整勘定 470,502 450,074 

その他の包括利益累計額合計 314,798 389,455 

新株予約権 2,571 1,479 

純資産合計 893,340 1,258,862 

負債純資産合計 7,708,278 8,346,838 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 9,056,777 9,101,438 

売上原価 7,494,097 7,354,581 

売上総利益 1,562,679 1,746,857 

販売費及び一般管理費 1,398,594 1,284,087 

営業利益 164,085 462,769 

営業外収益    

受取利息 2,345 4,298 

受取配当金 1,158 1,012 

助成金収入 15,770 727 

その他 8,480 11,956 

営業外収益合計 27,755 17,994 

営業外費用    

支払利息 92,680 86,960 

新株発行費 14,596 4,448 

手形売却損 3,924 1,660 

為替差損 79,410 42,570 

その他 26,170 47,898 

営業外費用合計 216,782 183,538 

経常利益又は経常損失（△） △24,941 297,225 

特別利益    

固定資産売却益 7,163 956 

特別利益合計 7,163 956 

特別損失    

固定資産除却損 302 6,042 

特別損失合計 302 6,042 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△18,080 292,139 

法人税、住民税及び事業税 71,801 79,368 

法人税等調整額 3,227 9,457 

法人税等合計 75,028 88,826 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △93,109 203,313 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△93,109 203,313 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △93,109 203,313 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △402 11,538 

退職給付に係る調整額 41,923 83,546 

為替換算調整勘定 △69,913 △20,427 

その他の包括利益合計 △28,392 74,656 

四半期包括利益 △121,501 277,970 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △121,501 277,970 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の一部について、権利行使があり、資本金が44,322千円、資本

準備金が44,322千円増加しました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において普通株式の発行済株式数は、

8,082,968株、資本金が976,753千円、資本準備金が447,178千円となりました。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

 当連結グループは、温度センサ、電子部品等の製造販売及びこれらに付帯する業務の単一セグメントであ

るため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

 当連結グループは、温度センサ、電子部品等の製造販売及びこれらに付帯する業務の単一セグメントであ

るため、セグメント情報の記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

（新株予約権の行使による増資） 

 当社は、平成29年１月１日から平成29年１月31日までに、第２回新株予約権の一部について権利行使がありまし

た。当該権利行使の概要は次のとおりであります。 

    （１） 発行した株式の種類及び株式数  普通株式284,500株 

    （２） 増加した資本金         62,731千円 

     (３) 増加した資本準備金       62,731千円 

 これにより、平成29年１月31日現在の普通株式の発行済株式数は、8,367,468株、資本金は1,039,484千円、資本

準備金は509,910千円となりました。 
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